
 
様式第５号－２（第１２条関係） 

 

地域まちづくり推進事業実施報告書 

 

１ 事業実施者 団 体 名 東旭川地域まちづくり実行委員会 

２ 事業の名称 地域生活支え合い推進事業 

３ 実 施 期 間       令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 事 業 内 容 

⑴ 地域グルメ部会 

地元の飲食店などが出店する「（仮称）東旭川まるっとマルシェ」の開催 

 

⑵ 高齢者・交通部会 

 ア 栄養（口腔）に関する検討会 

   地域住民の健康増進と交流促進を図る検討会の実施 

 イ 空き家対策 

   空き家対策に係る検討及び情報共有 

 ウ 移動支援 

   旭正地区での無料送迎サービスの試行、米飯地区での「のりタク」サービスの

利用促進 

 

⑶ あさひやまプライド部会 

 ア ＳＮＳの活用 

   地域活動の情報共有や発信するための SNSの活用 

 イ ジョイントコンサート 

   世代間交流を推進するための音楽イベントの開催 

 ウ 出張児童館ｉｎ東旭川 

   子どもの居場所を確保するための出張児童館の実施 

 エ あさひやま探検ツアー  

   旭山公園の魅力を再認識するための探索ツアーの実施 

 オ 東旭川地域魅力発見マップ 

   旭川中と連携したマップの作成 

 

⑷ 東旭川地域まちづくり実行委員会（全体） 

ア 地域情報紙 

地域の魅力を発信するための地域情報紙の発行 

 イ まちづくり講演会 

地域課題に係る講演会の実施 

 

資料１－２ 



 

 

５ 成果と課題 

⑴ 地域グルメ部会 「（仮称）東旭川まるっとマルシェ」 

 （成果）延べ 1,300人が来場し、東旭川グルメ等を楽しみ、魅力発信に繋がった。 

 （課題）熱中症対策等が課題であるため、開催時期や場所の見直しなどの開催方法

の検討。 

⑵ 高齢者・交通部会 

 ア 栄養（口腔）に関する検討会 

  （成果）料理教室を開催し、調理方法・栄養に関する講話や口腔体操、おにぎり

と豚汁の調理・試食を通じて、栄養管理や食生活の大切さを学んだ。 

  （課題）東旭川地域における栄養に関する取組の更なる推進。 

 イ 空き家対策 

  （成果）まち協委員や旭川市の関係部署、民間の不動産会社と検討会を実施し、

現状や課題を共有するなど意見交換を行った。 

  （課題）空き家については、個々の事案で判断しなければいけないことも多く、

地域や行政のできることも限られている。 

 ウ 移動支援 

  （成果）無料送迎サービスは一定の利用者がおり、地域の交通手段の確保に貢献 

している。 

「のり。タク」は買い物送迎体験ツアーを実施し、利用促進を図った。 

  （課題）利用者の拡大が必要。 

⑶ あさひやまプライド部会 

 ア ＳＮＳの活用 

  （成果）Ｘアカウント「あさひやま情報局」で東旭川地域のイベントなどの情報

を発信した。 

 イ ジョイントコンサート 

  （成果）東旭川地域周辺の学校や団体による合唱・吹奏楽のコンサートを実施し、

子どもから大人まで音楽鑑賞を楽しんだ。 

 ウ 出張児童館ｉｎ東旭川 

  （成果）月に数回、東旭川支所 2 階を開放し、子どもたちが遊んだり、勉強した

りする「放課後マチデコ」や東旭川公民館で「おばけやしき」イベント

などを開催した。 

  （課題）子どもの見守り等を行う人手の確保。 

 エ あさひやま探検ツアー  

  （成果）自然豊かな旭山公園で親子一緒に学び、遊んで自然を満喫した。 

 オ 東旭川地域魅力発見マップ 

  （成果）旭川中美術部の協力により、東旭川の「ヒト」をテーマにした魅力を発

信するマップを作成した。 

⑷ 東旭川地域まちづくり実行委員会（全体） 

ア 地域情報紙 

（成果）東旭川まち協による取組みをまとめた情報紙を発行し、地域住民に周知

が図られた。 

（課題）発行回数や地域への発信方法の見直し。 

 イ まちづくり講演会 

（成果）「まちの賑わいの創り方」をテーマに東川国際文化福祉専門学校 企画コ

ーディネーター（前・東川町長）松岡氏に講演いただき、まちづくりの

ヒントとなるような貴重な機会となった。 

（課題）興味関心や必要性が高いテーマの検討。 



様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 320,000 0
旭川市地域まちづくり推進事業補助金

（包括型補助金モデル事業）

合　計 320,000 0

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 123,000 147,147 147,147 24,147

マルシェチラシ印刷費　     17,216円　グ
マルシェ用品　　　　　　   18,074円　グ
高齢者用品　　　　　   　　25,280円　高
児童館チラシ　　 　　　　　 5,461円　Ｐ
児童館用品　　　　　　　 　19,539円　Ｐ
ジョイントコンサートチラシ　9,006円　Ｐ
事務用品　　　　　　　　　  4,994円　Ｐ
魅力発見マップ印刷費　　   35,000円　Ｐ
講演会チラシ印刷費　　　　　5,310円　全
講演会用品　　　　　　　　　　110円　全
地域情報紙印刷費            5,155円　全
事務用品　　                2,002円　全

通信運搬費 25,000 27,133 27,133 2,133
マルシェチラシ郵送料　 　 　9,719円　グ
情報紙郵送料　　　  　　　 17,423円　全

使用賃借料 89,000 21,720 21,720 -67,280
会場使用料                  1,720円　高
車両使用料　　　 　　　 　 20,000円　交

保険料 8,000 0 0 -8,000

報償費 70,000 124,000 124,000 54,000

会場使用料                  3,000円　高
料理教室講師謝礼　　　　　 10,000円　高
のりタク案内人謝礼　        9,000円　高
ジョイントコンサート謝礼　 60,000円　Ｐ
講演会講演料　　　　　　　 50,000円　全

手数料 5,000 0 0 -5,000

合　計 320,000 320,000 320,000 0

320,000

320,000

　収　支　決　算　書

決算額
(Ｂ)

地域生活支え合い推進事業

東旭川地域まちづくり実行委員会

予算内訳

地域グルメ（グ）

45,000円

高齢者交通（高）

66,000円

あさひやまプライド（P）
129,000円

全体（全）

決算内訳

地域グルメ（グ）

45,000円

高齢者交通（高）

66,000円

あさひやまプライド（P）
129,000円

全体（全）


